見学・観察実習報告書一覧
	項目
	留意事項
	報告書

	
	
	提出する
○
	提出しない×

	１． 
	実習チェックリスト
（実習生自己評価用）
評価基準
⑭
	※何を学ぶためにこのプロセスを見学・体験しているのかを再確認したり、注意しなければいけないことなどを再確認したりしなければならないことが、記載されております。
※実習指導者とプロセス場面の振り返り時に活用してください。
※各プロセスにおける記録として活用してください。
	
	×
（３枚）

	２． 


	実習用紙及び報告書
（実習生用）
ＮＯ１～ＮＯ３
⑮
	※実習チェックリスト（実習生自己評価用）評価基準をまとめて、感想を記載し、実習指導者からコメントを記載して頂いて下さい。
	○
	

	３．
	見学・観察実習報告書
⑯
	※プロセスごとに記載して下さい。
※初めにプロセスごとに、自己目標を設定し、実習指導者に伝えてから見学・観察実習に臨むようお願いします。
※５つのプロセスで実施して頂きますので、５枚提出していただくことになります。
	○
	


※⑭は事務局へ提出不要です。
実習チェックリスト（実習生自己評価用）評価基準 ⑭
評価　　１．できていた　　２．できていなかった　３．わからない（自分では判断不可）
総合評価は、実習指導者からの評価になります。
	服装・身だしなみ

	チェック項目
	総合評価
	具体的内容
	評価

	身だしなみ（服装や髪形等）清潔感に配慮しましたか？
	
	①服装に、清潔感があるか、実習に不適切な服装ではないか評価されます。
	

	
	
	②清潔感のある爪かどうか評価されます。
	

	
	
	③髪型や髭に清潔感があるかどうか評価されます。
	

	
	
	④靴が汚れていないか
	

	
	
	⑤派手な化粧ではないか
	

	社会的マナー（挨拶・言葉使いなども含む）

	訪問時のマナーは、守られていましたか？
※ネット等で、実習協力者や事業所が不快にならないよう訪問時の基本的マナーは調べておきましょう
	
	①入室前のマナーについて評価されます。（実習指導者に確認して、指示に従う）
	

	
	
	②忘れ物があるかが評価されます。
	

	
	
	③靴を脱いだ後、どうしたかが評価されます。
	

	
	
	④靴下をはく（素足では訪問しない）
	

	
	
	⑤雨の日や雪の日に、訪問先を汚さない配慮がされたかどうかが評価されます。（実習指導者に傘のおく場所等事前に把握しておく配慮等が見られます）
	

	実習協力者対応（実習事業所や実習協力者関係機関も含む）

	挨拶や言葉使いが、適切にできているかどうか。（声の大きさやトーン等）
	
	①実習に入る時（事業所への挨拶、言葉使い）ができているかどうか評価されます。
	

	
	
	②実習中（実習協力者、実習協力者関係者、実習指導者への言葉使いや態度が適切）であったかどうか評価されます。
	

	
	
	③実習を終える時（実習協力者、実習協力者関係者、実習指導者への挨拶や言葉使い）ができているかどうか評価されます。
	

	実習指導者や関係者との報告、連絡、相談をうまくできているかどうか。
	
	①遅刻や欠席の場合は、必ず実習先に連絡したかどうか評価されます。
	

	
	
	②実習内容で疑問が生じた場合、そのままにせずに相談したかどうか評価されます。（他の事業所に疑問を持っていかないで、指導者に相談すること）
	

	
	
	③実習指導者からの助言で、「この内容について調べて」と言われた場合は、調べた結果について報告したかどうか評価されます。
	

	実践力（前期研修の内容を理解しているか）

	インテークの場面
	①介護保険制度、介護支援専門員の役割、秘密保持、個人情報の取り扱い等について説明を受けた。
	はい
いいえ

	
	②契約書や重要事項説明書の内容について説明を受けた。
	はい
いいえ

	
	③初回面接における信頼関係の基盤作りが大切である事の説明を受けた。
	はい
いいえ

	
	④契約までの一連の流れの説明を受けた。
	はい
いいえ

	
	⑤「居宅サービス計画作成依頼届出書」の説明を受けた。
	はい
いいえ

	インテーク面接
のポイント
（模擬演習については、事業所で実習指導者を相手に実施することとするが、実施方法については実習指導者の指示に従ってください）
	
	①実習協力者への、受講者の紹介を参考にして、実習協力者への自己紹介及び実習の主旨を説明することができているかどうか評価されます。
	

	
	
	②模擬演習→介護保険制度についての説明ができていたか評価されます。
	

	
	
	③模擬演習→介護支援専門員の役割について理解を得ることができるよう説明したかどうか評価されます。
	

	
	
	④模擬演習→契約書及び重要事項説明書を説明し同意を得るよう説明したかどうか評価されます。
	

	
	
	⑤模擬演習中の声の大きさや視線や表情等について
	


	チェック項目
	総合
評価
	具体的内容
	評価

	アセスメントの場面
	①アセスメントツールの説明を受けた。
	はい
いいえ

	
	②利用者の状況だけではなく、家族の状況、並びに生活全体を見て行く事の重要性について説明を受けた。
	はい
いいえ

	
	③利用者のエンパワメント力を引出す事の重要性について説明を受けた。
	はい
いいえ

	
	④ニーズには、利用者が言葉として訴えるニーズと専門職が判断するニーズがある事の説明を受けた。
	はい
いいえ

	
	⑤情報収集・分析・統合を経てニーズの抽出を行う事の重要性について説明を受けた。
	はい
いいえ

	アセスメントの
情報収集
（模擬ケアプラン作成）
	
	①事前にどの様な情報を得る必要があるのかアセスメント表などで項目を確認し整理しているかどうか評価されます。
・実習協力者の基本情報をどの程度読み込んでいるか
・立ち位置や座る位置を考慮
・実習協力者の理解度にも配慮
	

	
	
	②実習協力者の基本情報の収集の仕方を工夫して実施しているかどうか評価されます。
	

	
	
	③実習協力者の現状及び置かれている環境を把握し、課題を抽出しているかどうか評価されます。
	

	
	
	④課題分析標準項目に沿って、現状を把握し、利用者・家族の困りごとや要望を明らかにすることができているかどうか評価されます。
	

	
	
	⑤必要な情報を収集したら、感謝を伝え、速やかに退室したかどうか評価されます。
・断りなく、ものにふれない
	

	プランニングの場面
居宅サービス計画書について
	①「居宅サービス計画書の1表～7表の説明を受けた。
	はい
いいえ

	
	②「利用者や家族に」理解しやすく具体的な内容になっている事について説明を受けた。
	はい
いいえ

	
	③インフォーマル資源を導入する重要性について説明を受けた。
	はい
いいえ

	
	④サービス事業所が作成する「個別サービス計画」と連動するものである事の説明を受けた。
	はい
いいえ

	
	⑤医療系サービス位置付けるにあたって、介護支援専門員は必ず主治医より指導、助言を得る必要性があることの説明を受けた。
	はい
いいえ

	ケアプラン原案の作成
（模擬ケアプラン作成）
	
	①実習協力者が使える社会資源の把握ができているかどうか評価されます。（実習報告書の中の社会資源調査票を見せる）
	

	
	
	②適切なサービスを組み合わせることができているかどうか評価されます。
	

	
	
	③模擬居宅サービス計画書（１）（２）（３）の原案を作成したかどうか評価されます。
	

	
	
	④地域の社会資源について把握ができているかどうか評価します。（実習報告書の中の社会資源調査票を確認する）
	

	サービス担当者
会議の場面
	①会議における介護支援専門員の役割について説明を受けた。
（日程調整・参加者の召集・当日の司会・進行・会議録の作成・照会等）
	はい
いいえ

	
	②サービス担当者会議を見学した。
	はい
いいえ

	
	準備段階→終結

	
	日程調整の仕方や、参加できないメンバーの情報収集の仕方、レジュメの作成等を実際に見学することができた。
	はい
いいえ
	日程調整の仕方や、参加できないメンバーの情報収集の仕方、レジュメの作成を、資料等を使って説明を受けて、理解することができた。
	はい
いいえ


	チェック項目
	実施状況

	サービス担当者会議の見学のポイント
※「見学できた」ことについては、評価の欄にレ点を記入する。
※「見学できなかった」ことについては、説明を受け理解してわかったことについて評価の欄に、レ点を記入する。
	見学させた場合
	説明した場合

	
	具体的内容
	評価
	具体的内容
	評価

	
	・出席者の自己紹介の場面
	はい
いいえ
	・出席者の自己紹介の方法の説明を受けた
	はい
いいえ

	
	・会議のテーマ目的、課題の説明の場面
	はい
いいえ
	・会議の進行の仕方の説明を受けた
	はい
いいえ

	
	・情報共有の場面
	はい
いいえ
	・情報共有の仕方の説明を受けた
	はい
いいえ

	
	・意見交換の場面
	はい
いいえ
	・意見交換の方法の説明を受けた
	はい
いいえ

	
	・課題整理から解決策までの流れ
	はい
いいえ
	・課題整理の仕方を説明
	はい
いいえ

	
	・課題が残された場合の対処方法の場面
	はい
いいえ
	・課題が残され得た場合の対処の仕方を説明
	はい
いいえ

	
	・決定事項の確認の場面
	はい
いいえ
	・決定事項の確認の仕方を説明
	はい
いいえ

	
	・出席者からの感想の場面
	はい
いいえ
	・出席者からの感想を出して頂く事の説明
	はい
いいえ

	
	担当者会議の内容がどのように記録されていたか確認しましたか。
	はい
いいえ

	
	ケアプラン原案に修正が生じた場合、会議内容を反映させたケアプランが作成されていたか確認しましたか。
	はい
いいえ

	モニタリングの場面
（再アセスメント
含む）
	①モニタアリングの場面を見学した。
	はい
いいえ

	
	②モニタリングや再アセスメントのポイントや記録の方法について説明を受けた。
	はい
いいえ

	モニタリング見学
	①ケアプランの目標が現実的であったか
	はい
いいえ

	
	②ケアプランの援助内容は適切であったか
	はい
いいえ

	
	③モニタリングの結果と再アセスメントの結果を踏まえ、担当者会議の必要性やケアプランを見直す事が必要かを理解する
	はい
いいえ

	給付管理の場面等
	①サービス事業者と提供票のやりとりにより、介護支援専門員が実績を確認する事の説明を受けた。　
	はい
いいえ

	
	②給付管理業務の説明を受けた。
	はい
いいえ



その他　実習指導者からマナーや注意事項を前もって確認しておくこと、また


実習時間内の携帯電話の使用については、研修時と同様の取り扱いと


して、休憩時間に使用する。もしくはマナーモードにする。但し緊急


時ややむを得ない場合は、実習指導者の許可を得て、手短に済ませる。


実習先で迷った事や、困ったことがあれば事務局に相談してください。











